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　沼宮内保育所（遠藤百
も も え

恵所長、園
児 49 人）の５歳児８人は 4 月 17 日、
沼宮内郵便局前のポストを清掃しま
した。郵政記念日に合わせて毎年行
われ、園児たちは感謝の気持ちを込
めて一生懸命に磨きました。

COVER
今月の表紙

春
、新
入
学
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、４
月
４
日
か
ら
８
日
に
か
け

て
町
内
７
つ
の
公
立
小
中
高
校
で

入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

沼
宮
内
中（
佐
々
木
雅ま
さ
ふ
み史

校
長
、

生
徒
１
３
２
人
）で
は
７
日
、48

人
の
新
入
生
が
保
護
者
の
見
守

る
中
、堂
々
と
入
場
。
校
長
か
ら

「
真
新
し
い
ブ
レ
ザ
ー
に
身
を
包

み
、令
和
10
年
開
校
の
北
泉
中
を

担
う
皆
さ
ん
が
入
学
し
た
。
意
欲

を
も
っ
て
、今
後
の
土
台
を
築
い

て
い
き
、充
実
し
た
学
校
生
活
を

送
っ
て
ほ
し
い
」と
式
辞
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、新
入
生
を

代
表
し
て
佐
藤
明め
い
か果

さ
ん
が
宣

誓
。
新
た
に
始
ま
る
中
学
校
生
活

へ
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

一
方
井
小（
吉
田
澄す
み
え江
校
長
、児

童
48
人
）で
は
８
日
、10
人
が
入

学
。
男
子
５
人
、女
子
５
人
の
か

わ
い
ら
し
い
新
入
生
た
ち
は
、先

生
に
先
導
さ
れ
緊
張
の
面
持
ち
で

入
場
し
ま
し
た
。
呼
名
に
一
人
一

人
が
大
き
な
返
事
で
応
え
た
新
入

生
は
、心
弾
む
新
た
な
学
校
生
活

に
向
け
て
充
実
の
表
情
で
新
学
期

を
迎
え
ま
し
た
。

町
内
の
新
入
生
は
、小
学
校
56

人（
昨
年
64
人
）、中
学
校
86
人（
同

79
人
）、沼
宮
内
高
31
人（
同
21
人
）

の
計
１
７
３
人
。
期
待
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
、新
た
な
学
校
生
活
の
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

小学校名 入学者数 全 　 校
児 童 数 中学校名 入学者数 全 　 校

生 徒 数 学校名 入学者数 全 　 校
生 徒 数

沼宮内小 35 人 219 人 沼宮内中 48 人 132 人

沼宮内高 31 人 71 人川 口 小 11 人 99 人 川 口 中 23 人 52 人

一方井小 10 人 48 人 一方井中 15 人 45 人

小　計 56 人 366 人 小　計 86 人 229 人 合　計 173 人 666 人

１_「はい！」と力強く呼名に返
事をする児童　２_式を終え、
ほっとした様子で笑顔を見せな
がら退場する児童　３_新入生
を代表して誓いの言葉を述べた
佐藤明果さん　４_新入生の交
通安全を願い、小学校では黄色
帽子が手渡された　５_真新し
い制服に身を包み、凛とした態
度で式に臨む生徒

桜
の
季
節
、
１
７
３
人
が
学
び
舎
へ

町
内
７
つ
の
公
立
小
中
高
校
で
入
学
式

◎町内公立学校の児童・生徒数

１２３

４５

　町地域おこし協力隊の委嘱状交付式は４月１日、役場町長室
で行われ、盛岡市出身の村井祐羽さんと兵庫県西宮市出身の東
未来さんが新たに着任しました。
　村井さんは宮城学院女子大（宮城県）４年で、在籍しながら
両親の地元である岩手町での活動を決意。田んぼアート事業な
ど農業を通じた関係人口の創出に取り組みます。
　東さんは、デザイン業を請け負う個人事業主としてこれまで
勤務。人づてで参加した畑仕事で岩手町の風土の豊かさと人の
温かさが好きになり、協力隊への応募を決めました。デザイナー
経験を生かして「大人も子どもものんびりできる居場所づくり」
を目指し、子育て環境の整備に取り組みます。

New face 町地域おこし協力隊

東あ
ず
ま

未み

く来
さ
ん
（
36
）

村
井
祐ゆ
う
は羽

さ
ん
（
21
）

農し
ご
と

農
に
よ
る
地
域
活
性
化
隊
員

し
ご
と
ク
リ
エ
イ
タ
ー

　地域活性化起業人の派遣に関する協定締結式と委嘱状交付式が
４月２日、役場会議室で行われ、町は㈱シンカの村山真子さんを
地域活性化起業人として委嘱しました。町が国の地域活性化起業
人制度を活用するのは今回が初。村山さんは、公営塾の運営や情
報発信など沼宮内高の魅力向上に取り組むほか、学生の将来の選
択肢を広げるため、多様な学びの場を創出していく予定です。

沼宮内高の魅力向上へ　村山さんが着任

活
性
化

㈱
シ
ン
カ
（
東
京
都
）

村
山
真ま

こ子
さ
ん
（
29
）

地
域
活
性
化
起
業
人
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寄
付
金
目
録
贈
呈
式
お
よ
び
感
謝
状
贈

呈
式
は
４
月
９
日
、役
場
会
議
室
で
行
わ

れ
、出
席
し
た
長
瀬
代
表
取
締
役（
右
）か

ら
佐
々
木
町
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
た

㈱
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ー
ム
が
町
に
寄
付

町
の
発
展
に
向
け
て
企
業
が
力
添
え

㈱
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ー
ム（
鹿
児
島

県
、長
瀬
伸の

ぶ
ひ
ろ弘
代
表
取
締
役
社
長
）

は
３
月
27
日
、企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
を
活
用
し
て
、町
へ
寄
付
を

行
い
ま
し
た
。

同
社
は
令
和
３
年
１
月
に
町
と

企
業
立
地
協
定
を
締
結
。
令
和
４

年
に
第
１
農
場（
養
鶏
場
）が
完
成

し
て
以
降
、第
４
農
場
ま
で
整
備
が

進
み
、現
在
も
規
模
拡
大
を
続
け
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
継
続
的
な
関

わ
り
の
中
で
、町
の「
農
業
振
興
」と

「
ま
ち
づ
く
り
」に
役
立
て
て
ほ
し

い
と
の
思
い
か
ら
、今
回
の
寄
付
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

長
瀬
代
表
取
締
役
社
長
は「
岩
手

町
は
私
た
ち
に
と
っ
て
も
大
切
な

拠
点
。
今
後
も
地
域
に
貢
献
し
、地

域
の
皆
さ
ま
と
豊
か
な
未
来
に
向

か
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と

決
意
を
示
し
ま
し
た
。

寄
付
金
は
、農
業
の
付
加
価
値
・

生
産
性
の
向
上
や
、ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ミ
ラ
イ
ト
３
周
年
で
イ
ベ
ン
ト
開
催  

若
者
の
活
動
と
今
後
の
展
望
を
発
信

い
わ
て
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
ミ

ラ
イ
ト
は
開
館
３
周
年
を
迎
え

３
月
20
日
か
ら
22
日
ま
で
、Мマ

イＹ

Ｆフ

ェ

イ

バ

リ

ッ

ト

Ａ
Ｖ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｓス

ト

ー

リ

ー

Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ

Ｆフ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｌ
を
同
館（
野
口

町
）で
行
い
ま
し
た
。

ミ
ラ
イ
ト
は
、令
和
５
年
３
月

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｅ
Ｔ
が
開
館
し
、

令
和
７
年
３
月
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ミ
ラ
イ
ト（
上
田
彩あ

や
か果

理
事
長
）が

運
営
。
こ
れ
ま
で
に
、町
内
の
中

高
生
や
県
内
外
の
大
学
生
な
ど
約

２
５
０
人
が
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

「
つ
な
が
り
」を
テ
ー
マ
に
開
催

さ
れ
た
同
イ
ベ
ン
ト
に
は
、３
日
間

で
延
べ
３
０
０
人
以
上
が
来
場
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
メ
ン

バ
ー
が
紹
介
す
る
館
内
ツ
ア
ー
や

今
後
の
展
望
を
語
る
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
田
理
事
長
は「
地
域
か
ら
の
応

援
で
今
が
あ
る
。
今
後
も
若
者
と

と
も
に
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
」と
力
を
込
め
ま
し
た
。

ミ
ラ
イ
ト
の「
ミ
」を
手
で
表
し
、３
周
年

を
祝
っ
た
参
加
者
の
皆
さ
ん

コ
ネ
ク
タ
ー
ズ
が
全
国
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加

地
域
と
人
を
つ
な
ぐ
活
動
を
全
国
へ
発
信

学
生
団
体
コ
ネ
ク
タ
ー
ズ
の［
上
段
右
か

ら
］下
野
杏
華
さ
ん
、村
木
舞ま

り

か
璃
華
さ
ん

（
盛
岡
北
・
３
年
）［
下
段
右
か
ら
］渡
辺

昊
太
さ
ん
、高
橋
史
歩
さ
ん

全
国
高
校
生
マ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
５
全
国
サ

ミ
ッ
ト（
実
行
委
主
催
）は
３
月
21

日
と
22
日
の
２
日
間
、昭
和
女
子
大

（
東
京
都
世
田
谷
区
）で
行
わ
れ
、町

を
拠
点
に
活
動
す
る
学
生
団
体
コ

ネ
ク
タ
ー
ズ（
渡
辺
昊こ

う
た太

代
表
、生

徒
７
人
）が
県
代
表
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
。

同
サ
ミ
ッ
ト
は
、探
究
学
習
や
地

域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
全
国

の
高
校
生
が
一
堂
に
会
し
、活
動
成

果
を
発
表
す
る
学
び
の
祭
典
。
高

校
生
自
ら
が
自
分
ら
し
い
生
き
方

を
実
現
す
る
た
め
の
意
欲
と
創
造

性
を
育
て
、よ
り
良
い
社
会
の
実
現

へ
行
動
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、コ
ネ
ク
タ
ー
ズ
か
ら
渡

辺
昊
太
代
表（
盛
岡
四
高
・
３
年
）、

高
橋
史し

ほ歩
さ
ん（
南
昌
み
ら
い
高
・

同
）、下
野
杏き

ょ
う
か華
さ
ん（
盛
岡
北
高
・

同
）の
３
人
が
参
加
。
廃
校
を
活
用

し
た
町
民
運
動
会
や
町
施
設
で
ラ

ジ
オ
収
録
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
、多

世
代
を
巻
き
込
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
て
地
域
や
人
を
つ
な
い
だ
事

例
の
発
表
を
し
ま
し
た
。

渡
辺
代
表
は「
自
分
た
ち
が
楽
し

み
な
が
ら
行
っ
て
き
た
こ
と
に
評

価
を
も
ら
え
、自
信
に
な
っ
た
。
大

学
生
に
な
る
が
、今
後
も
地
域
と
人

を
つ
な
ぐ
活
動
を
続
け
て
い
く
」と

意
気
込
み
ま
し
た
。

同
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
が
、県

サ
ミ
ッ
ト
で
評
価
を
得
た「
お
い
し
い
交
流

（
角
舘
千ち

さ桜
さ
ん
）」は
町
産
リ
ン
ゴ
の
商
品

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
践
し
て
い
る

Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄
道
㈱

（
盛
岡
市
、
鈴
木
敦あ
つ
し代
表
取
締
役

社
長
）
が
所
有
す
る
「
第
五
北
上

川
橋き
ょ
う
り
ょ
う
梁
（
民
部
田
地
区
）」
が
文

化
審
議
会
に
お
い
て
、
登
録
有
形

文
化
財
に
ふ
さ
わ
し
い
と
文
部
科

学
大
臣
か
ら
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

橋
梁
は
、
明
治
24
年
に
竣
工
し

た
石
造
橋
台
に
、昭
和
期
に
改
修・

増
築
さ
れ
た
桁
を
組
み
合
わ
せ
た

構
造
で
、
北
上
川
に
架
か
る
歴
史

的
鉄
道
橋
で
す
。
開
業
当
時
の
石

造
技
術
を
よ
く
残
し
つ
つ
、
戦
後

の
鉄
道
発
展
を
支
え
た
姿
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
鉄
路
を
支

え
、
建
設
当
時
の
技
術
の
高
さ
を

表
し
て
い
ま
す
。

町
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
が
「
た
ま
な
ま
ん
じ
ゅ
う
」
を
新
発
売

㈱
町
ふ
る
さ
と
振
興
公
社（
大
坊

俊と
し
き貴
支
配
人
）は
５
月
１
日
か
ら
、

新
商
品「
い
わ
て
ま
ち
た
ま
な
ま

ん
じ
ゅ
う
」を
発
売
し
ま
す
。

町
の
特
産
品
で
あ
る
キ
ャ
ベ
ツ

（
た
ま
な
）を
使
っ
た
ま
ん
じ
ゅ
う

で
、生
地
に
は
町
産
キ
ャ
ベ
ツ
パ
ウ

ダ
ー
が
練
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

手
の
ひ
ら
に
収
ま
る
ほ
ど
の
食
べ

や
す
い
サ
イ
ズ
で
、外
側
は
香
ば
し

く
焼
き
上
げ
ら
れ
、キ
ャ
ベ
ツ
の
や

さ
し
い
香
り
が
ふ
ん
わ
り
と
広
が

り
ま
す
。
生
地
と
白
あ
ん
の
ほ
ど

よ
い
甘
さ
が
調
和
し
、一
口
食
べ
る

と
ほ
の
か
に
キ
ャ
ベ
ツ
の
風
味
が

感
じ
ら
れ
る
や
さ
し
い
味
わ
い
に

仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、幅
広
い
世
代
が

楽
し
め
る
一
品
で
す
。

岩
手
町
と
い
え
ば
農
業
、そ
し
て

キ
ャ
ベ
ツ
が
全
国
的
に
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
魅
力
を
手
軽
に
持

ち
帰
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、昨
年
春

か
ら
試
作
を
重
ね
、商
品
化
さ
れ
ま

し
た
。
同
商
品
は
、㈱
千
秋
堂（
雫

石
町
）の
協
力
を
得
て
、製
造
。
使

用
し
て
い
る
キ
ャ
ベ
ツ
パ
ウ
ダ
ー

は
自
社
工
房「
美
食
菜
工
房
」で
加

工
し
た
も
の
で
、地
元
の
素
材
と
技

術
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
商
品
で
す
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
町
の
Ｐ
Ｒ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
た
ま
な
ぼ
う
や
」

を
デ
ザ
イ
ン
。
親
し
み
や
す
く
、手

土
産
と
し
て
も
印
象
に
残
る
仕
上

が
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
坊
支
配
人
は「
岩
手
町
と
い
っ

た
ら
こ
れ
、と
思
っ
て
も
ら
え
る
商

品
を
開
発
し
た
。
町
内
外
の
多
く

の
人
に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」と
期
待

を
込
め
、笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

ローソン沼宮内バイパス店付近から見ることができる

Ｉ
Ｇ
Ｒ
所
有
の
橋
梁
が

国
登
録
有
形
文
化
財
に

１

２

１_まんじゅうに包まれたたまなぼう
やがパッケージに描かれた新商品「い
わてまち たまなまんじゅう」
２_香ばしく焼き上げられ、生地に練り
こまれたキャベツパウダーと白あんが
特徴となっている

商品説明
◆発売日　５月１日（金）午前９時～
◆価格　６個入り  680円（税込）
◆販売場所
　①道の駅「石神の丘」産直施設
　②プラザあい２階「ａnｄあい」
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町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
団
式
は
４
月

11
日
、町
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー「
森

の
ア
リ
ー
ナ
」で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

６
少
年
団
１
０
７
人
が
入
団
し
、心
身

を
鍛
え
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
が
今

年
も
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

当
日
は
各
ス
ポ
少
の
団
員
や
保
護

者
、指
導
員
ら
約
１
６
０
人
が
参
加
。

各
団
長
は
水
賀
美
正ま
さ
ひ
ろ弘
町
ス
ポ
少
本

部
長
に
入
団
を
報
告
し
、い
わ
て
ホ
ッ

ケ
ー
ス
ポ
少
の
畑
中
陽よ
う
た太
さ
ん
は「
指

導
し
て
く
だ
さ
る
監
督
、コ
ー
チ
の
教

え
を
大
切
に
し
、精
一
杯
練
習
に
打
ち

込
み
、最
後
ま
で
諦
め
ず
に
戦
い
ま
す
」

と
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

式
終
了
後
に
は
、陸
上
競
技
に
取
り

組
む
サ
ン
ビ
レ
Ｒ
Ｃ（
一
戸
町
）の
西
舘

敦あ
つ
し
さ
ん
を
講
師
に「
春
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
体
を
上
手
に
使
う
ジ
ャ
ン

プ
や
動
き
を
練
習
し
、今
後
の
活
動
に

生
か
す
た
め
、懸
命
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

４
月
か
ら
、ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ（
青
沼
雄ゆ
う
た太
代
表
）が

活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
団
長
の

岩
瀬
紗さ

な奈
さ
ん（
川
口
小
６
年
）は「
技

を
覚
え
な
が
ら
、み
ん
な
と
交
流
を
深

め
て
、楽
し
く
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
て

い
き
た
い
」と
声
を
弾
ま
せ
ま
し
た
。

岩手ＢＢＣ（ベースボールクラブ）いわて剣道スポーツ少年団

沼宮内柔道スポーツ少年団ゆはずＦＣスポーツ少年団

スマイルキッズバドミントンクラブ いわてホッケースポーツ少年団

■代表指導者　大宮 空
■団員　13人　■活動場所　沼宮内小運動場ほか
■活動日　週３回（火・木・日）　
平日 午後６時30分～８時30分／休日 午前９時～正午

【入団希望・問合せ】 　080‐1654‐1708（大宮）

■代表指導者　上野 功一　（育成会長：武田 真也）
■団員　15人　■活動場所　川口小運動場
■活動日　週４回（火・木・土・日）
平日 午後５時30分～８時／休日 午前または午後３時間程度

【入団希望・問合せ】 　070‐8526‐1005（上野）

107人が新たな一歩　仲間とともに成長誓う

■代表指導者　福士 憲一　（育成会長：沢村 淳平）
■団員　31人　■活動場所　町ホッケー場
■活動日　週４回（火・木・土・日）
平日 午後７時～９時 ／ 休日 午前または午後３時間程度

【入団希望・問合せ】 　080‐2800‐8212（畑中）

■代表指導者　青沼 雄太　（育成会長：岩瀬 明百未）
■団員　21人　■活動場所 沼宮内公民館・川口社会体育館

■活動日　週２回（木/沼宮内公民館・土/川口社会体育館）
木 午後６時30分～８時30分 ／ 土 午後６時30分～９時

【入団希望・問合せ】 　080‐2180‐4535（青沼）

■代表指導者　小細沢 一行 （育成会長：目時 美智子）
■団員　15人　■活動場所　町柔剣道場
■活動日　週２回（水・金）
　　　　　午後７時 ～ ９時

【入団希望・問合せ】 　090‐2023‐1928（小細沢）

■代表指導者　宮崎 詠司　（育成会長：立花 裕之）
■団員　12人　■活動場所　町柔剣道場
■活動日 小　週２回（火・木）　午後７時 ～ ９時
　　　　　中　週４回（火・水・木・金）　同上

【入団希望・問合せ】 　090‐3647‐1840（宮崎）

/岩手町は頑張る皆さんを応援します /

【町全国大会等出場費補助金】
　●補助対象の大会
　　県大会以上の大会に出場する団体および個人
　　（高校生および高校生で構成するチームは
　　  除く）
　●補助対象経費
　　宿泊費および交通費

　●補助対象者
　　町内に住所がある人で、監督、選手、コーチ
　　とする（選手・コーチは大会実施要綱で定める人員以内の人数）

●補助金額
　　補助対象経費の10割に相当する額
　　 ※1  個人は１万円以上、団体は３万円以上のもの
　　 ※2  社会人は５割に相当する額とする

全国大会などの出場者に補助金を交付します。出場が決まったら、開催前（14日前）までに申請してください。

６
少
年
団
が
活
動
を
ス
タ
ー
ト
！

令和８年度　町スポーツ少年団結団式スポーツ少年団を紹介

［補助金に関する申し込み・問い合わせ］［スポーツ少年団に関する問い合わせ］

New!!

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
少
年
団
が
結
成

今年１年の活躍を誓う畑中陽太さん（いわてホッケースポ少）

スポーツ少年団本部（町体育協会）
　 ☎  62‐4835

町教育委員会 社会教育課社会教育係
　 ☎  62‐2111（内線352）

  式終了後に行われたスキルアップトレーニング  

団員綱領の唱和をする福士泰
ひ ろ と

冬さん（沼宮内柔道スポ少）  



2026 年 4 月 30 日 広報いわてまち No.803 ／89／ 2026 年 4 月 30 日 広報いわてまち No.803

北
上
川
の
源
泉  

弓
弭
の
泉

投稿と問い合わせは役場企画商工課企画広報係62-2111［内線215］まで

きらり
まち ひと

「まち・ひと きらり」では、きらりと光る町の出来事や輝く人たちを紹介します。
あなたの地域・職場での話題をお寄せください。

いつか
どこかで

歌
声
で
地
域
の
交
流
広
が
る
一
日
に

生
徒
が
企
画「
町
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」

沼
宮
内
高（
横
坂
さ
く
ら
校
長
、

生
徒
71
人
）の
２
年
生
５
人
は
３

月
14
日
、プ
ラ
ザ
あ
い
で「
町
民
カ

ラ
オ
ケ
大
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

地
域
を
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
、生
徒
が
企
画
か
ら
運

営
ま
で
を
担
っ
た
初
め
て
の
試
み

で
、当
日
は
高
齢
者
を
中
心
に
若
者

を
含
め
た
約
80
人
が
来
場
。
16
人

が
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
、ポ
ッ
プ
ス
か

ら
演
歌
ま
で
世
代
を
超
え
た
歌
声

が
響
き
渡
り
、交
流
の
輪
が
広
が

り
ま
し
た
。

企
画
し
た
の
は
、伊
藤
魁か
い
と音
さ

ん
、久
保
崚り
ょ
う
ま馬
さ
ん
、沢
田
太た

い
じ慈
さ

ん
、田
村
悠ゆ
う
せ
い晟
さ
ん
、山
本
詩う

た
さ
ん

の
５
人
。
授
業
で
町
が「
消
滅
可
能

性
自
治
体
」で
あ
る
こ
と
を
知
り
、

将
来
へ
の
危
機
感
を
抱
く
中
、歌
で

地
域
に
活
気
を
呼
び
込
も
う
と
企

画
し
ま
し
た
。
今
回
の
活
動
成
果

と
課
題
を
踏
ま
え
、秋
の
文
化
祭
発

表
に
つ
な
げ
る
予
定
で
す
。

悠
晟
さ
ん
は「
人
が
集
ま
る
か

不
安
だ
っ
た
が
、大
成
功
で
終
え

る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。
秋

に
向
け
、準
備
を
進
め
て
い
き
た

い
」と
力
を
込
め
ま
し
た
。

  世界を目指すスーパーキッズ
  町内の２人が夢への一歩踏む

「
い
わ
て
ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ズ
」の

開
始
式
は
３
月
21
日
に
行
わ
れ
、

Ｕ
12
に
滝
川
美み

う羽
さ
ん（
川
口
小

５
年
）が
、Ｕ
15
に
府
金
大た
い
じ
ゅ樹

さ
ん

（
沼
宮
内
中
１
年
）が
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
世
界
で
活
躍
す
る
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
を
発
掘
・
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
、今
回

は
、選
考
会
に
参
加
し
た
約
１
７
０

人
の
中
か
ら
Ｕ
12
は
30
人
、Ｕ
15
は

14
人
が
選
抜
さ
れ
ま
し
た
。

Ｕ
12
に
認
定
さ
れ
た
美
羽
さ
ん

は
、学
校
で
配
ら
れ
た
チ
ラ
シ
を
見

て「
自
分
の
可
能
性
を
試
し
て
み
た

い
」と
自
ら
志
願
。
高
い
競
争
率
を

勝
ち
抜
き
、認
定
さ
れ
ま
し
た
。
競

技
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が「
ミ
ラ

ノ
・
コ
ル
テ
ィ
ナ
冬
季
五
輪
で
活

躍
し
た
選
手
の
よ
う
に
、冬
季
ス

ポ
ー
ツ
で
五
輪
を
目
指
し
た
い
」と

意
気
込
み
ま
し
た
。

Ｕ
12
に
引
き
続
き
、Ｕ
15
で
も
認

定
さ
れ
た
大
樹
さ
ん
は「
こ
れ
ま
で

の
学
び
を
生
か
し
な
が
ら
、さ
ま
ざ

ま
な
競
技
を
体
験
し
た
い
。
サ
ッ

カ
ー
日
本
代
表
に
な
り
、ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
に
出
場
す
る
こ
と
が
目
標
」

と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

Topic
02

Topic
01

１_カラオケ大会を企画した沼宮内高生徒
２_観客が見守る中、堂々とした歌声で熱唱する参加者

（左から）いわてスーパーキッズに認定された滝川美羽さんと府金大樹さん

１

２

１歳児健診に来てくれたお子さん
のかわいい笑顔を紹介します。

お子さんの紹介
な ま え（地区）
保護者から一言

ダンスのインストラクターと看護師

Smile
Babies

No.439

僕
の
夢

私
の
夢

スマイル
ベイビーズ

My Dream

　梨華さんの将来の夢は、ダンスのインストラク
ターになること。３年生からダンスを始め、先生の
姿に憧れたのがきっかけ。「ダンス教室に通う生徒
にわかりやすく教えてあげたい」と目を輝かせます。

寧菜さんの将来の夢は、看護師になること。「病気
の人をたくさん助けて、患者さんに優しい看護師に
なりたい」と力を込めます。

梨華さんと寧菜さんは、ともに福祉委員会に所属。
募金活動や資源回収に取り組み、人のために行動で
きる、思いやりあふれる頼もしいお姉さんです。

三浦 怜真さんの長男

三浦 真
し ん の す け

ノ助ちゃん
（下五日市） 

元気にすくすく育ってね！

お子さんの紹介

な ま え（地区）

保護者から一言

（沼宮内小５年）
 近藤 梨

り か
華さん 三浦 寧

な な
菜さん

　令和７年４月から川口小に勤務する朱理さんは、学校備品の管理や先生の
給与支給など学校事務を担当しています。「先生や保護者の皆さんから頼ら
れるようになりたいです」と意欲を見せます。負けず嫌いな性格で「やると
決めたことはとことんやります」と意外な一面も。最近は食器集めに夢中で、
作った料理に合う食器を探して休日を過ごしているのだとか。理想の男性像
は「一緒にいて笑顔になれる人」とほほ笑む朱理さん。「何があるか想像が
つかない四国へ旅行に行ってみたいですね」と夢を語ります。

ヤ ン グ
散歩
№372仁昌寺 朱

あ か り

理さん（21）

＝ 盛岡市 ＝

笑顔で学校を支える存在に
【プロフィール】　
飯岡中、盛岡南高を経て、令和７年３月に盛
岡公務員法律専門学校を卒業。同年４月か
ら川口小に勤務。血液型Ｂ型、さそり座
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News×Sp o r t s

○放課後等デイサービス「ちるる」開所 ▼４月３日

　（福）カナンの園（一戸町、斉藤芳
よしひろ

弘理事長）は４月３日、
野口町地区に放課後等デイサービス事業所「ちるる」を
開所しました。同日、同事業所で開所式が行われ関係者
約 30 人が出席。町からは、佐々木町長や佐藤卓

たかし

教育長
らが出席し、新たな福祉施設の誕生を祝いました。
　町は同事業所の開所にあたり、費用の一部を補助。療
育を必要とする子どもたちに寄り添い、安心して利用で
きる環境づくりを支援していきます。

療育を支える新拠点「ちるる」が開所

○福祉車両贈呈式 ▼４月３日

　今年で創立100周年を迎える㈱佐藤建設（佐藤孝
た か し

司代表
取締役社長）は４月３日、記念事業として町の福祉に役立
ててほしいと福祉車両１台を町に寄贈し、役場駐車場で贈
呈式が行われました。当日は、同社の佐藤代表取締役社長
と佐々木町長など関係者約20人が出席。佐藤代表取締役
社長から佐々木町長に目録とともに福祉車両が引き渡さ
れ、佐々木町長は「地域福祉を支えるうえで大変ありがた
い。大いに活用させていただく」と感謝を述べました。

　町交通指導隊（松村 昭
しょういち

一 隊長、10人）と町防犯隊（武田
茂
しげる

隊長、6人）の委嘱状交付式は４月１日、役場会議室で
行われ、両隊の隊員一人一人に佐々木光

こ う じ

司町長から委嘱状
が交付されました。両隊の任期は４月１日から令和10年
３月31日までの２年間。隊員の皆さんは、町の皆さんの交
通安全を確保するため、小中学校の登下校時の見守りや犯
罪防止啓発活動、各種イベントでの交通安全指導や巡回指
導など、町の皆さんの安全と安心の確保に力を注ぎます。

○町交通指導隊・防犯隊委嘱状交付式 ▼４月１日

佐々木町長から委嘱状を受領し、決意を新たにする隊員の皆さん

佐藤建設が福祉車両を寄贈

大正15年創業の㈱佐藤建設から贈呈された福祉車両

町の安全を守る力に

放課後等デイサービス「ちるる」の開所を祝う関係者の皆さん

　ＦＣゼブラレディース岩手は４月12日、町総合グラウ
ンドでＴＨＦＡ東北女子サッカーリーグ２部2026シー
ズンの開幕戦を迎えました。八戸学院光星高（青森県）を
ホームに迎えた初戦は、強風が吹き荒れる中でのキック
オフとなりました。厳しい風の中でも落ち着いた試合運
びを見せたＦＣゼブラレディース岩手は、サポーターの
声援を受けながら着実に得点を重ね、４－１で勝利。リー
グ１部昇格へ向けて力強いスタートを切りました。

○FCゼブラレディース岩手

後半79分、№17紺野選手が相手の一瞬を突き、チーム３点目を決めた

１部昇格に向け好スタート

News
×Spo r t s

○春の全国交通安全運動 ▼４月13日国道４号で安全運転を呼び掛け

○町立図書館　図書館のお仕事 ▼３月27日

　図書館のお仕事ちょこっと体験は３月27日、町立図書
館で行われ、参加者９人が普段は見ることのできない図書
館の裏側を体験しました。同イベントは、図書館に親しみ
を持ってもらおうと企画され、今回が初めての開催。参加
者は、本の返却やクリーニング作業、書庫の見学などを体
験しました。田頭萌

も あ

亜さん（沼宮内小４年）は「パソコンで
行う本の返却作業が楽しかった。図書館の裏側を見て、体
験することができてよかった」と笑顔で語りました。

　安心して暮らせる町づくりを目指し、毎年４月６日か
ら15日まで春の全国地域安全運動が展開されています。
同運動に合わせて４月10日、道の駅「石神の丘」で啓発活
動開始式が行われました。当日は、町防犯協会（武田茂

しげる

会
長）や岩手警察署（山本拓

た く し

志署長）など約20人が参加。近
年、県内で多発している特殊詐欺の防止や自宅の鍵かけ
の徹底などを呼びかけるため、関係機関が連携し、地域の
安全確保に向けて気持ちを一つにしました。

○春の全国地域安全運動 ▼４月10日

地域の犯罪被害防止に向け、決意する参加者

図書館のお仕事を体験

バーコードを読み込み、本の返却作業を体験

地域の安全を守るために

ドライバーに安全運転を呼びかけた「のぼり旗作戦」

　町交通安全対策協議会（会長：佐々木町長）は４月13日、
国道４号沿いの３地区（水堀・沼宮内・川口）で春の交通
安全運動「のぼり旗作戦」を行いました。町交通安全協会

（瀬川実
みのる

会長）や町交通指導隊（松村昭一隊長）など参加者
約160人は、国道４号を通るドライバーに交通安全のぼり
旗を掲げ、安全運転とライトの早目点灯を呼び掛けまし
た。松村隊長は「慣れた道こそ気を付けてほしい」と話し、
日頃の交通安全意識の大切さを呼び掛けました。

　㈱介護いわてが運営する「デイサービス和
なご

や家
か

」（水堀
地区）では４月13日、アメリカ出身のプロ津軽三味線奏者、
ザック・ブリッシュさんを招き、演奏会が行われました。
　ザックさんは東北を巡るツアーの途中、同社とのご縁
から演奏会を開催。岩手県民謡の「外

そとやまぶし

山節」や青森県南部
に伝わる「南

なんぶたわらつみうた

部俵積唄」など東北各地の民謡を披露。最後
には、ザックさんがアレンジした「じょんから節

ぶし

」が演奏さ
れ、利用者からは温かい拍手が送られました。

○「和や家」に津軽三味線奏者訪問

三味線の音色に合わせ、利用者は手拍子や歌を口ずさんだ

東北の民謡、なごやかに響く
▼４月12日▼４月13日
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町立図書館 ☎62-2877図書館だより

ジャンル 書　　　名 著　　者

小説

言問ラプソディ 小野寺 史宜
涯しない影に 赤川 次郎
ハングマン鵜匠殺し 中山 七里
誓いの証言 柚月 裕子
交渉人・遠野麻衣子 ハイジャック 五十嵐 貴久
明鏡 今野 敏

エッセイ
マリコは国宝を観た!! 林 真理子
自分らしく生きるということ 曾野 綾子

絵本

しば犬こたと天国のモモ 影山 直美
どんないえ？ さかた きよこ
まるごとほうせきケーキ チョー ヒカル
たけのこのびのーび かじり みな子

児童読み物
夢をかなえるゾウ １ 水野 敬也
気になるあの子 如月 かずさ　他

児童実用書
日本史の詰んだ人図鑑 本郷 和人　監修
小麦粉のひみつ 大月 マナ

新着図書 図書館に行こう！

筋肉再生ナビ

【小説・エッセイ・児童書】

【実用書】

高齢者の行動と心理
図書館の新着情報は
スマートフォン版サイトから

【開館時間】　午前９時～午後６時
※赤マスの日は休館日です
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【行事予定】

５月
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町の地域おこし協力隊が毎月、岩手町の魅力をお伝えします。
Vol.
98

K
こ び る

OBIRUじかんの「こびる」とは、
「農作業の合間の休憩、軽食」の意味。

農作業の休憩時間に、気軽に読んで
ほしいと思いを込めたコーナーです。

今月は、菊池が担当します。

　こんにちは！町地域おこし協力隊の菊池です。年
齢を重ねるにつれて時の流れの早さを感じるように
なりましたが、地域おこし協力隊に着任してから気
がつけばあっという間に１年がたちました。
　昨年度は、（一社）つなぐ・いわてまちの一員と
して商談会やイベント、各種事業に関わるチラシや
やポスターの制作など、幅広いデザイン業務に携
わってきました。学校で学んできたデザインの知
識や経験を町の魅力発信のために生かせることを
とてもうれしく感じています。制作は基本的に一人
で進めることが多く、慣れない部分に戸惑ったり
表現に悩んだりする場面もたくさんありましたが、

その度に町や関係者の皆さまから温かいアドバイ
スや励ましをいただき、支えられながらここまで頑
張ることができました。
　まだまだ学ぶべきことや成長すべきことは多く
ありますが、これからも日々学びを重ねながら、デ
ザインの力で町の魅力をより多くの人に伝えてい
けるよう取り組んでまいります。

デザインで伝える、岩手町の魅力
～１年を振り返って～

制作したチラシの一部

ロゴデザインも行っています

●大人の映画会
　「ケアニン　こころに咲く花」
　【日時】５月 20 日㈬　午後１時 30 分～

●おはなし会（対象：小学校就学前の親子）

【日時】５月 24 日㈰　午前 11 時～
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SUN　日 MON　月 TUE　火 WED　水 THU　木
5/10 11 12 13 14

▼COLLECTION+ VOL.2
　没後20年 村上善男展

（～ 6/7）
　 石神の丘美術館ホール

▼そらくもカフェ
10：00～　   東部デイサービスセンター

▼ご近所支え合いカフェねまーれ
10：00 ～　     川口公民館別館

▼町子育て支援センター
　「とんとんクラブ」

～誕生会＆サーキット遊び～
10：30 ～
町子育て支援センター

【近】八幡平市立病院（☎76‐3111）
　　八角病院（☎019‐682‐0201）

【小】みうら小児科
  （☎019‐622‐9591）

▼おひさまサロン
　 13：00 ～　　
　 プラザあい

▼町子育て支援センター
　「とんとんクラブ」

～みんなで体を動かそう～
10：30 ～

　 町子育て支援センター

▼離乳食教室
　（対象：R8.1 ～ 2月生）
　 ９：30 ～　　
　 町保健センター

▼妊婦教室
　（対象：R8.7～10月予定日）
　 13：00 ～　　
　 町保健センター

17 18 19 20 21
▼岩手町長選挙・
　岩手町議会議員補欠選挙
　投開票日（予定）

▼町子育て支援センター
　「とんとんクラブ」

～フィンガーペインティング～
10：30 ～

　 町子育て支援センター

▼人権・行政相談
　 ９：00 ～　  沼宮内公民館
▼クアオルト健康ウオ－キング体験会
　（※要予約、参加料500円）
　 ９：00 ～　  石神の丘美術館
▼盛岡年金事務所出張相談
　 10：00 ～　 ゆはず交流館

▼まんまと湯っこの会
　 8：30 ～　　
　 町老人福祉センター

【当】佐藤整形外科クリニック
（☎68‐7240）

【小】森田小児科医院
  （☎019‐662‐3326）

▼乳幼児健診
　６カ月児（対象：R7.10～11月生）
　９カ月児（対象：R7.7 ～ 8月生）
　１歳児　（対象：R7.4 ～ 5月生）
　　13：00 ～　　町保健センター

▼町こころの相談※

　 14：00 ～　　
　 町役場第１会議室

※希望の場合は町健康こども課まで
☎62-2111（内線556）

▼町子育て支援センター
　「とんとんクラブ」
　～園庭で遊ぼう～

10：30 ～
　 水堀保育所

24 25 26 27 28
▼町子育て支援センター
　「趣味講習」

～お花の寄せ植えをしよう～
10：30 ～

　 町子育て支援センター
【近】八幡平市立病院

（☎76‐3111）
【小】平井医院※

  （☎019‐672‐3200）
　　※9：00 ～ 16：00

▼おひさまサロン
　 13：00 ～　　
　 プラザあい

▼５歳児健診
　（対象：R3.4/2 ～ 6/16 生）
　 12：15 ～
　 町総合開発センター

▼ご近所支え合いカフェ
　ねまーれ
 　 10：00 ～　
      川口公民館別館

▼ヨガ教室
　 19：00 ～
　 町総合開発センター

31 6/1 ２ ３ ４
▼町子育て支援センター
　「とんとんクラブ」

～リトミック遊び～
10：30 ～

　 町子育て支援センター

▼人権相談
　 10：00 ～
　 沼宮内公民館

【近】八幡平市立病院
（☎76‐3111）

【小】西島こどもクリニック
  （☎019‐651‐1369）

▼フォロー健診
　 13：00 ～
　 町保健センター

▼運動教室
　（キックボクササイズ）
　 19：00 ～
　 町総合開発センター

７ ８ ９ 10 11
▼町消防団ポンプ操法・規律
　訓練競技会
　８：00 ～ 

町役場駐車場

▼令和８年第２回町議会
　定例会（予定）
 　10：00 ～　
     町議会議場

【当】岩手沼宮内クリニック
（☎61‐2025）

【小】よしだクリニック
  （☎019‐635‐8341）

▼ご近所支え合いカフェ
　ねまーれ

   10：00 ～　   川口公民館別館
▼おひさまサロン
　 13：00 ～　 プラザあい

▼町子育て支援センター
　「趣味講習」

～お花と茶の湯を楽しもう～
10：30 ～

　 水堀保育所

▼そらくもカフェ
　 10：00 ～
　 東部デイサービスセンター

▼町子育て支援センター
　「とんとんクラブ」
　～小麦粉粘土あそび～

10：30 ～
　 水堀保育所

※広報掲載後に予定が変更になる場合もあります。
その際は、町ホームページや回覧などでお知らせし
ます。なお、町内の団体などもこの欄をご利用くだ
さい。

※広報掲載後に予定が変更になる場合もありま
すが、そのときは、町ホームページや回覧などで
お知らせします。なお、町内の団体などもこの欄
をご利用ください。

※広報掲載後に予定が変更になる場合もありま
すが、そのときは、町ホームページや回覧などで
お知らせします。なお、町内の団体などもこの欄
をご利用ください。

※広報掲載後に予定が変更になる場合も
ありますが、そのときは、町ホームページ
や回覧などでお知らせします。なお、町内
の団体などもこの欄をご利用ください。

 一人で悩まず相談ください

※応援診療科は予定を変更する場合がありますので、あらかじめ電話で確認の上、来院ください。

診療科 診療日 受付時間
内科

月～金曜日 8:30 ～ 11:30
外科
循環器内科  ※要予約 月・金曜日 12:30 ～ 14:30
応援診療科（５月） 診察時間

脳神経外科  ※要予約 12 日 13:00 ～ 15:00

小児科
12、19、26 日 9:30 ～ 11:30
７、14、21、28 日 15:00 ～ 16:00

皮膚科 12、19、26 日 14:00 ～ 15:30
整形外科 26 日 9:00 ～ 11:00

休日救急当番医（当番日はカレンダー内に記載）
日曜・祝日の日中（9：00 ～ 17：00）　休日救急当番医へ

　　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。
　　小児の受診を希望する場合は、事前に電話で確認してください。
　※休日救急当番医は都合により変更・休診する場合があります。割り当
　　てがない日は他市町の当番医を確認してください。

当番医
中央 県立中央病院（盛岡市上田1‐4‐1） ☎ 019‐653‐1151
日赤 盛岡赤十字病院（盛岡市三本柳6‐1‐1） ☎ 019‐637‐3111
国立 国立病院機構盛岡医療センター（盛岡市青山1‐25‐1）☎ 019‐647‐2195
医大 岩手医科大学附属病院（矢巾町医大通2‐1‐1） ☎ 019‐613‐7111

小児救急入院受入当番病院（当番日はカレンダー内に記載）

県立中央病院附属沼宮内地域診療センター（☎ 62-2511）

相談先 日時 場所
岩手町こころの相談（要予約）
▶予約窓口：健康こども課☎62-2111

5月20日（水）
14：00 ～ 16：00

町役場２階
第１会議室

町傾聴ボランティア「おひさまサロン」
▶予約不要。日頃の思いを話してみませんか？

5月11日（月）、25日（月） 
6月8日（月）13：00 ～

プラザあい
１階

その他相談先 電話番号 受付時間

盛岡いのちの電話 ☎ 019‐654‐7575 12：00 ～ 21：00、
日曜日のみ18：00

県精神保健福祉センター ☎ 019‐622‐6955 9：00 ～ 18：00

男女共同参画センター相談室 ☎ 019‐606‐1762
水・木　10：00 ～ 17：00
　　金　13：00 ～ 20：00
土・日　12：00 ～ 15：00

症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日当番医や盛岡市夜間急患診療所が　
診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。重症な子どもの治療に支障を　
きたさないよう、症状が軽い場合は盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
▶夜間のお子さんの急な発熱やケガで対応に迷ったら（19：00 ～翌朝8：00）

小児救急医療電話相談「＃8000」へ
　　小児科勤務経験のある看護師がアドバイスします。お気軽に相談ください。

▶症状が重い場合は小児救急入院受入当番病院へ　※夜間は17：00 ～翌朝9：00
土曜日は13：00（祝日の土曜は9：00）から受け入れます

夜間で症状が軽い場合（19：00 ～ 23：00 ／平日・休日問わず）
夜間急患診療所へ

　　盛岡市神明町3‐29　盛岡市保健所２階　☎019‐654‐1080

夜間の受診

24時間365日対応　救急医療電話相談ダイヤル「＃7119」へ
救急車を呼ぶか、様子を見るか迷ったら

町 民 カレンダー ５月10日   ～  ６月13日

　　　◆ 町税などの納付期限 ◆ 軽自動車税（全期） ５月 31 日（日）
口座振替日：５月 25 日（月）

小児救急
（ 中 央 ）

小児救急
（ 日 赤 ）

小児救急
（ 国 立 ）

小児救急
（ 中 央 ）

小児救急
（ 日 赤 ）

※広報掲載後に予定が変更になる場合もありま
すが、そのときは町ホームページや回覧などでお
知らせします。なお、町内の団体などもこの欄を
ご利用ください。

小児救急
（ 日 赤 ）

小児救急
（ 中 央 ）

小児救急
（ 国 立 ）

小児救急
（ 日 赤 ）

小児救急
（ 中 央 ）

小児救急
（ 中 央 ）

小児救急
（ 中 央 ）

小児救急
（ 国 立 ）

小児救急
（ 中 央 ）

小児救急
（ 日 赤 ）

小児救急
（ 中 央 ）

小児救急
（ 日 赤 ）

小児救急
（ 国 立 ）

小児救急
（ 中 央 ）

小児救急
（ 中 央 ）

小児救急
（ 中 央 ）

小児救急
（ 日 赤 ）

小児救急
（ 国 立 ）

小児救急
（ 中 央 ）

小児救急
（ 中 央 ）

【当】… 当番医　【近】… 近隣当番医　【小】… 近隣小児科当番医　

小児科当番医（近隣市町）
5/10 みうら小児科（盛岡市中野一丁目16‐10） ☎ 019‐622‐9591

17 森田小児科医院（盛岡市緑が丘四丁目１‐50アスティ緑が丘１F） ☎ 019‐662‐3326

24 平井医院（紫波町日詰字下丸森138‐２）※9：00 ～ 16：00 ☎ 019‐672‐3200

31 西島こどもクリニック（盛岡市上田一丁目19‐11） ☎ 019‐651‐1369

6/7 よしだクリニック（盛岡市西仙北一丁目30‐50） ☎ 019‐635‐8341
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○時
○時
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○時 ○場

○時 ○場 ○時
○場

○時 ○場
○時
○場

○時 ○場

○時
○場

○時
○場

○時
○場

○時
○場

○時
○場

○時 ○場

○時
○場

○場

○時
○場

○時
○場

○時
○場

○時
○場

○時
○場

○時
○場

○時
○場○時 ○場

○時
○場

○時
○場

○時
○場

○場

○時
○場

○時 ○場

○時 ○場

FRI　金 SAT　土

15 16
▼一方井中 体育祭
　　　　　　　一方井中
▼クアオルト健康ウオ－キング

体験会（※要予約、参加費無料）
13：00 ～　   町総合運動公園

22 23
▼沼宮内中 沼リンピック
　　　　　　森のアリーナ
▼川口中 スポーツ大会
　　　　　　川口中

▼沼宮内小運動会
▼川口小運動会
▼一方井小運動会
　　　　　　　各小学校

▼県高校総合体育大会
　（ホッケー競技）
　 ９：00 ～　　
　 町ホッケー場

29 30

▼食育食堂どんぐり山（※要予約）
　 代表くまがい  
　　☎ 090‐4734‐2832
　 11：00 ～
　五日市生活改善センター

５ ６
▼若者のための就職相談会※

　（対象：15 ～ 49歳）
　 13：30 ～　　
　 ハローワーク沼宮内

※事前予約　☎019‐625‐8460まで

▼町ふるさと会総会・懇親会
　12：30 ～
　ホテルモントレ半蔵門

（東京都千代田区一番町23-1）

12 13
▼ヨガ＆クアオルト教室
　  9：30 ～
　 石神の丘美術館アトリエ棟

小児救急
（ 日 赤 ）

小児救急
（ 医 大 ）

小児救急
（ 中 央 ）

小児救急
（ 中 央 ）

小児救急
（ 日 赤 ）

小児救急
（ 医 大 ）

小児救急
（ 国 立 ）

小児救急
（ 日 赤 ）

小児救急
（ 日 赤 ）

小児救急
（ 医 大 ）

○時
○場

○時
○場

○時
○場

○場○場

○場

○場

○時
○場

○時 ○場

○時
○場



2026 年 4 月 30 日 広報いわてまち No.803 ／1617／ 2026 年 4 月 30 日 広報いわてまち No.803

健康だよりHEALTH   LETTER

   町健康こども課 母子保健係（１階⑤番窓口）  
　   ☎ 62‐2111（内線566）

　RSウイルスワクチンの
　　 定期接種開始について

　令和8年度から妊婦への「RSウイルスワクチン接種」が定期接種の対象となりました。妊娠中にRSウイルス

ワクチンを接種することで、母体で作られた抗体が胎盤を通じて赤ちゃんに移行し、出生直後からRSウイル

ス感染症の発症や重症化を予防することができます。

● RSウイルス感染症とは？

　小児や高齢者に呼吸器症状を引き起こすウイルス
で、２歳までにほぼ全ての乳幼児が一度は感染する
とされています。感染すると発熱や鼻水、咳などの
症状が出現します。初めて感染した乳幼児の約７割
は軽症で数日のうちに軽快しますが、約３割では咳

が悪化し、重症化することがあります。
● 対象者・接種回数

　妊娠28週0日～ 36週6日の妊婦に１回接種

町からのお知らせ　 TOWN   INFORMATION

花のまちプロジェクト 2026

高
齢
者
の
た
め
の
身
近
な
相
談
窓
口

  
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

町
に
住
む
高
齢
者
・
世
帯
の
現
状

令
和
８
年
３
月
末
に
お
け
る
町

の
高
齢
化
率
（
人
口
に
占
め
る
65

歳
以
上
の
割
合
）
は
43・６
㌫
で
、

町
の
人
口
約
２・
３
人
に
１
人
が

高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
町
の
総
世
帯
数
５
１
９
３
世

帯
の
う
ち
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯

は
２
１
３
２
世
帯
、
約
41
％
を
占

め
て
お
り
、
そ
の
割
合
は
増
加
傾

向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
や
そ
の
ご
家
族
の
た
め
の

総
合
相
談
窓
口
で
す
。
相
談
内
容

に
応
じ
て
必
要
な
保
健
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
関

係
機
関
と
連
携
し
、
高
齢
者
の
方

や
ご
家
族
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
に
は
、
介
護
に
関
す

る
幅
広
い
知
識
を
も
つ
職
員
が
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
人
や
家
族

だ
け
で
悩
み
を
抱
え
込
ま
ず
、
ま

ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

自
宅
を
訪
問
し
、
状
況
を
確
認

町
で
は
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
社
会
福
祉
協
議
会
に

委
託
し
、「
元
気
ふ
れ
あ
い
訪
問
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
75
歳
以
上

で
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

の
自
宅
を
訪
問
し
、
介
護
予
防
に

関
す
る
情
報
提
供
や
、
生
活
状
況

の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象

と
な
る
人
の
自
宅
に
伺
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

健
康
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
活
用

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
地
域
の
「
健
康
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」
に
出
向
き
、「
認
知
症
予

防
」
や
「
閉
じ
こ
も
り
予
防
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
講
話
を
行
っ
て
い

ま
す
。
参
加
し
た
人
か
ら
は
「
学

び
に
な
っ
た
」、「
紹
介
さ
れ
た
体

操
を
続
け
て
体
調
が
よ
く
な
っ

た
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
お

近
く
の
健
康
い
き
い
き
サ
ロ
ン
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
紹
介

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
沼
宮
内

▼
住
所
：
大
字
五
日
市
10
‐
１
７
２

‐
６
（
佐
渡
医
院
向
か
い
）

▼
電
話
：
62
‐
４
１
５
０

▼
時
間
：
㈪
～
㈯

８
時
30
分
～

17
時
30
分（
土
曜
日
は
午
前
の
み
）

日
曜
祝
日
除
く

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
川
口

▼
住
所
：
大
字
川
口
13
‐
26
‐
６

（
ケ
ア
ホ
ー
ム
川
口
内
）

▼
電
話
：
65
‐
３
２
２
０

▼
時
間
：
㈪
～
㈯

８
時
30
分
～

17
時
30
分（
土
曜
日
は
午
前
の
み
）

日
曜
祝
日
除
く

職
員
が
不
在
の
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。町

福
祉
介
護
課
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
１
階
⑨
番
窓
口
）

☎
62
‐
２
１
１
１（
内
線
５
１
５
、

５
１
８
）

対象者には、妊娠届出時もしくは個別でご案内し
ますので、詳細はそちらの案内を参照ください

出典：岩手町年齢別人口統計

   町企画商工課 企画広報係（２階⑥番窓口）  
　   ☎ 62‐2111（内線217）

■ 事業内容
　町内の自治振興会、事業所、町内に住所を有す
る５人以上の団体が、一般の人が鑑賞できる場所
で、花壇整備や苗木の植栽を行った経費を助成
■ 助成対象（最大７万円）

【花壇づくり分　上限５万円】
　▽花の種、苗、苗木などの購入費　▽プランター、
　シャベルなど道具の購入費　▽肥料、除草剤、　
　除草マルチなど資材の購入費

【管理費用分　上限２万円】
　▽花壇の面積１平方㍍につき 200 円を助成
■ 申請方法（申請期限：６月 30 日）
　町企画商工課に備え付けの申請書、または町ホー
ムページからダウンロードして申請ください

町ホームページはこちらから▼

いわてまち
花のまちプロジェクト

　町は、地域を花で彩り美しいまちづくりを目指す取り組みとして「いわてまち花のまちプロジェクト
2026」を実施します。さまざまな団体の皆さんで参加して、岩手町を花で彩りましょう！

新たに起業を考えているあなたへ

　町では、町内で新しく事業を始める人を応援するため
「起業チャレンジ補助金」を実施しています。創業に必
要な経費の一部を支援し、町での新たな挑戦を後押しし
ます。補助金の概要は次のとおりです。

■ 対象者
　 ① 新たに起業する人
　 ② 第二創業（中小企業・小規模事業者で新事業を町内
　 　 で創業する人）
　 ③ 町外の法人、個人事業主で本店の所在地を町に移転
　 　 する事業者
■ 対象事業費
　 起業に必要な経費（補助金交付決定日から令和９年
　 ３月までの経費分）
■ 補助率・補助金額
　 対象事業費（税抜額）の３分の２以内
　 （上限）100 万円

▼ 補助事業の流れ

▶ ▶

▼

◀

起業相談
（起業前）

補助金
申　請

申請内容
審　査

交付決定起　　業
第二創業

実績報告
（補助金交付）

   町みらい創造課 政策推進係（２階④番窓口）  
　   ☎ 62‐2111（内線218）

起業チャレンジ補助金
あなたも町おこししてみませんか？

　クラウドファンディングの中でも、自治体がふるさと
納税を活用して寄付を募る仕組みを「ガバメントクラウ
ドファンディング（GCF）」といいます。町の課題解決
や地域の魅力づくりに賛同した全国の人から寄付をいた
だき、事業を進めることができる仕組みです。
　町では、この GCF を活用した取り組みを後押しする
ため、今年度「岩手町クラウドファンディング活用支援
事業補助金」を創設しました。制度開始に伴い、補助金
の対象となる事業の募集を行います。地域の未来づくり
に挑戦したい人は、ぜひ応募ください。

   町みらい創造課 政策推進係（２階④番窓口）  
　   ☎ 62‐2111（内線218）

岩手町クラウドファンディング
　　　　　　　　　　活用支援事業補助金

■ 対象
　 法人または個人事業主（町内外は問わない）
■ 対象事業（※補助金や委託を受けている事業は対象外）
　 地域課題の解決に寄与する事業、地域資源を活用し
　 た事業、地域の活性化に寄与する事業、寄付目標額
　 が 100 万円以上の事業
■ 補助金額
　 寄付金額から募集経費等を差し引いた額（上限 200 万円）
■ 申請期限
　 ５月 29 日（金）まで

　 詳しくは町ホームページを
　 　　　　ご確認ください▶◀

詳しくは
こちら▼
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危険物取扱者試験

■消防試験研究センター県支部
第１回危険物取扱者試験（盛岡市）

【試験日】　６月27日（土）
【申請期間】　電子申請・書面申請
５月12日（火）～５月19日（火）

【願書配布場所】　（一財）消防試験研
究センター県支部または県内消防本
部、消防署、消防分署

【申請先】　（一財）消防試験研究セン
ター県支部

　（一財）消防試験研究センター
県支部　☎019‐654‐7006

お
知
ら
せ

HIV抗体検査・遺伝相談

■県央保健所
　感染症の無料検査・相談と遺伝相
談を行います。
■感染症検査

【検査方法】　HIV抗体検査・肝炎ウ
イルス検査・梅毒検査 … 採血　性
器クラミジア感染症病原体検査 … 
尿検査

【日時】　毎月第１水曜（午後５時～
７時）　第２・３水曜（午前９時15
分～ 11時15分）　※要予約

【その他】　検査は匿名で受けること
ができ、検査結果は検査日から約２
週間後に面接にてお知らせします
■遺伝相談
　遺伝に関する不安に対して保健
師、医師が相談に応じます。

【日時】　保健師による１次相談 … 
随時　医師による２次相談 … 毎月
第２水曜（要予約）

・ 　県央保健所　☎019‐629
‐6569

お
知
ら
せ

弁護士無料相談

■県障がい者110番相談室
　県障がい者110番相談室では、弁
護士無料相談を実施しています。

【相談内容】　消費者被害、相続、財
産、成年後見、いじめ、虐待など

【日時】　毎月第２火曜（午前10時～
午後３時）　※８月のみ第１火曜

【場所】　ふれあいランド岩手　第１
相談室（盛岡市三本柳８- １- ３）

【相談料】　無料
・ 　県障がい者110番相談室　

☎019‐639‐6533　FAX　019‐
637‐7626

お
知
ら
せ

市民後見人養成講座

■盛岡広域成年後見センター
　盛岡広域成年後見センターでは、
成年後見人の担い手を養成するた
め、市民後見人養成講座を開催しま
す。町では、養成研修修了者に対し、
受講１日につき1900円の助成を行
います。

【開催日】　８月20日（木）～ 10月
22日（木）まで（週１回、全９回　※
受講料無料） 

【時間】　▽講義　午前10時～午後
４時40分　▽施設実習　午前９時
～午後４時50分

【会場】　岩手教育会館（盛岡市）
【対象】　①～④すべての該当者
①岩手町、盛岡市、滝沢市、八幡平市、
雫石町、葛巻町、紫波町、矢巾町に在
住の人　②４月１日現在の年齢が満
20歳以上70歳以下の人　③原則す
べての科目を受講できる見込みのあ
る人　④成年後見制度および市民後
見人の活動に理解と関心のある人

【申込期限】　６月30日（火）必着
・ 　盛岡広域成年後見センター

☎019‐626‐6112　FAX019‐
656‐0612

お
知
ら
せ

税務職員の採用試験

■仙台国税局
　仙台国税局では、税務のスペシャ
リストとして活躍するバイタリ
ティーあふれる税務職員を募集して
います。国の税政を支える税務職員
に、あなたもチャレンジしてみませ
んか？

【受験資格】　①令和８年４月１日に
おいて高校または中等教育学校を卒
業後３年を経過していない人および
令和９年３月までに高校または中等
教育学校を卒業する見込みの人　②
人事院が①に掲げる者に準ずると認
める人

【申込受付期間】　６月12日（金）～
６月24日（水）

【申込方法】
こちらから ▶
インターネットにて
申し込み

【第１次試験】　９月６日（日）
　▼仙台国税局人事第二課試験

研 修 係　 ☎022‐263‐1111（ 内
線3236）　▼人事院東北事務局　
022‐221‐2022

募

集
介護労働講習の受講生募集

■（公財）介護労働安定センター
　（公財）介護労働安定センター岩手
支部は、介護労働講習の受講生を募
集します。介護福祉士を目指すため
の要件である実務者研修を修了でき
ます。

【受講期間】　６月16日（火）～ 11
月25日（水）　全105日

【受講料】　無料
【対象者】　介護分野へ就職を希望す
る雇用保険受給資格者

【申込期限】　５月29日（金）
【申込方法】　ハローワーク訓練担当
窓口にて相談・申し込み

　（公財）介護労働安定センター
岩手支部　☎019‐652‐9036

募

集

あんしん通院きっぷ発売

■ＩＧＲいわて銀河鉄道㈱
　町内の各駅から盛岡方面へ通院さ
れる人や、その介助者が安心かつお
得にご利用いただけるようにサポー
トする「あんしん通院きっぷ」を発売
しています。

【対象者】　町内各駅から盛岡方面へ
通院する人（同一行程に限り介助者
１名割引あり）

【利用条件】　▽行き…ＩＧＲ地域医
療ライン対象列車に乗車（※平日限
定）　▽帰り…どの列車でもご利用
可能（通院したことを証明する領収
書などの提示が必要）

【発売箇所】　御堂駅・いわて沼宮内
駅・岩手川口駅（ご利用当日のみ発
売可能）

【 発 売 金 額 】　①御堂駅…１人用
1800円、２人用3200円　②いわて
沼宮内駅…１人用1600円、２人用
2800円　③岩手川口駅…１人用
1400円、２人用2500円
※各駅から盛岡駅までの往復運賃

　 詳しくはこちら ▶

　IGRいわて銀河鉄道（インフォ
メーション）　☎019‐626‐9151

お
知
ら
せ

交通事故相談窓口

■県立県民生活センター
　県立県民生活センターでは、交通
事故相談員が交通事故で生じた賠償
問題などの相談に応じています。来
所による面接相談、電話相談の他、県
内各地での巡回相談も実施していま
す。交通事故でお困りの人はご相談
ください。

【相談時間】　午前９時～午後５時半
（土日祝、年末年始を除く）

　交通事故相談専用番号　☎019
‐624‐2244

お
知
ら
せ

ねんきんネット

■日本年金機構
　日本年金機構では、社会全体のデ
ジタル化への対応、お客様の利便性
の向上を目的として、お客様のニー
ズと申請手続きなどの特性に応じた
オンラインサービスを推進していま
す。「ねんきんネット」は、自身の年
金記録の確認、将来の年金見込み額
の試算、「ねんきん定期便」や各種通
知書の確認などができます。
　マイナポータルと連携すること
で、国民年金保険料口座振替の申し
出、扶養親族等申告書の電子申請、公
的年金などの源泉徴収票や国民年金
保険料控除証明書の電子送付などの
機能を利用することができ、とても
便利です。詳しくは、日本年金機構
ウェブサイトで確認ください。

　▼ねんきんネット専用番号　
☎0570‐058‐555（ナビダイヤル）
▼盛岡年金事務所　☎019‐623‐
6211

お
知
ら
せ

３月受け付け分

よろこび かなしみ

人口の動き
人　口　

　世帯数
　　男
　　女

　11,072 人
　  5,193 世帯
　  5,470 人
　  5,602 人

前月比　（－80）
　（－ 8）
　（－30）
　（－50）

令和８年３月 31 日現在 

▼出生２人 ▼死亡 21 人 ▼外国人住民 153 人

▼転入 29 人 ▼転出 90 人

　組数、人数の（ ）内は実数です。
　町内に住所がある人で、広報に掲載を希望す
　る人のみ掲載しています。掲載希望の有無は、
　届け出の際に町町民課にお話しください。

● 生まれたお子さん ● ２人（２人）

日 お名前 保護者 行政区

26 橋本　一
い っ さ
朔　　 大 地 横 田

11 山口　陽
ひ な と
叶　　 和 顯 上苗代沢

日 お名前（年齢） 世帯主 行政区

28 民部田　智惠子（89） 稔 子 川 原 木

２ 三浦　松右エ門（83） 松 夫 太 田
５ 西島　智子 （92） 本 人 駅 通
６ 田中　ミサ （95） 本 人 上苗代沢
６ 帷子　ノブ子（73） 眞 一 下 浮 島
７ 朽木　榮子 （88） 金太郎 朽 木 林
９ 久保　忠夫 （94） ミツ子 下五日市
14 畑中　忠助 （89） 盛 下 屋 敷
16 佐々木　義一（98） 本 人 落 合
17 田中　ミサ （93） 正 夫 上 鴫 沢
18 田村　ユク （94） 本 人 御 堂
21 井戸上　マサ（83） 幸 司 舘
24 髙橋　ハツヱ（96） 本 人 御 堂
24 山口　望 （45） 誠 大 坊
25 堀　泰則 （84） 幹 雄 豊 岡
26 橘　喜代志 （92） ト シ 子 九 十
27 玉山　弘子 （74） 本 人 二 ツ 森
29 大畑　サン （95） 博 志 江 刈 内

● 亡くなられた人 ● 18 人（21 人）

● お婿さん、お嫁さん● ２組（３組）

日 お名前 世帯主 行政区

５
奥村　侃太　　
與羽　彩花　　

本 人
忠 美

上野口町
一 戸 町

22
齋藤　昌孝　　
太野　明日花　

本 人
本 人

上五日市
上五日市

▼２月

▼３月

▼２月

▼３月

公衆浴場の利用について

■岩手・玉山環境組合
　町と盛岡市玉山地域在住の人は、
ごみ焼却施設の余熱を利用した公衆
浴場（平森保養センター）を無料で利
用できます。

【場所】　盛岡市寺林字平森54‐54
（岩手・玉山環境組合敷地内）
【開館日】　月曜（正午～午後４時）　
火曜～金曜（午前10時～午後４時）
※休館日・利用時間が変わることが
ありますので、ホームページや電話
でご確認ください

【利用料金】　無料（タオル、シャン
プーなどは持参ください）

【利用方法】　ごみの受付窓口で受け
付けください

　岩手・玉山環境組合　☎019‐
682‐0552

お
知
ら
せ
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沼宮内高の魅力、生徒の様子を紹介！

町で夢を育む新入生４人が入寮

YouTube

　沼宮内高学生寮の入寮式は４月８日、同寮（愛
宕下地区）で行われました。同寮は、町が旧丹
野旅館を改装し、昨年開寮。同寮では、ハウス
マスターが住み込みで生徒の暮らしを支えます。
　今年は町外出身の新入生４人が入寮。昨年入
寮した２年生５人と合わせ、９人となりました。
入寮した生徒たちは「全国トップレベルの環境
でホッケーに打ち込みたい」、「自然豊かな岩手
町でさまざまなことに挑戦したい」など、多様
な思いを持って東北や関東、関西から集まりま
した。
　新入生の柳沢洸

こ う た

太さん（１年）は「さまざま

佐々木町長が入寮する生徒を激励した

入寮した生徒の皆さん（上段２年生、下段新入生）

沼宮内高学生寮「入寮式」

な視点に触れ、岩手町での新しい生活の中で将
来の夢を探していきたい」と抱負を述べ、寮長
の高橋駿

しゅんた

太さん（２年）は「困ったことがあれ
ば自分たちを頼ってください。一緒に頑張って
いきましょう」と新入生にエールを送りました。

　広報いわてまちは、『記者
ハンドブック新聞用字用語
集第 14 版』に基づいて記
事を作成しています。原則、
よろこびかなしみコーナー
以外は常用漢字を使用して
います。
　氏名などを掲載する場合
も、常用漢字での掲載とな
ります。ご理解をよろしく
お願いいたします。

広報

沼高の情報発信は
こちらから≫≫≫
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